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講評 

１．袋に入った番号の書かれた球を 4 回反復して取り出す確率の問題。 

(ア) 不等式を満たす整数の組の場合の数を求める。 

(イ) まず頻出の整数問題を解いてから、それを満たす整数の組の場合の数を求める。 

いずれも場合の数を求める事ができれば確率を求める事ができる。 

 

２．定積分を含む関数の問題。 

(1) 誘導に乗ればいつも通り解くことができる。 

(2) 2 直線の直交条件だけであっさり求まる。 

(3) 積分の計算は易しいが、多少煩雑なので落ち着いて計算したい。 

 

３．背理法で条件を満たす有理数が存在しないことを証明する問題。 

 かなり慣れていないと大変なので、途中まででもしっかりと論証したい。 

 

４．空間ベクトル 

 (1) 2 直線の交点を求める事ができれば答えにたどりつける。 

 (2) 最初に不等式で範囲を決めて、最大の値をとる変数が存在することを言えばいい。 

 

１．を丁寧に処理して数え落としがないようにし、なんとか完答したい。 

２．４．で半分ずつくらいは得点し、３．は最初のとっかかりだけでも解答しておきたい。 

全体で 5 割を目指したい。 


